
■神様の意見と自分の意見■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 289 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

289 目次 

1. トピックス：アントレハウス再開します 

2. ブログから：神様の意見と自分の意見 

3. 今週のお誘い 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

5. このメルマガについて 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

1. トピックス：アントレハウス再開します 

 

僕にとっての拠点とは、何のためにあるのか。 

今週から、東急東横線反町駅からほど近い「GAZEBO ビル」を、毎週火曜日の活動拠点にするにあたり、 

僕の活動目的は「起業を促進するまち」を作ることだと思いだしました。 

そこで僕は、自分の活動拠点を勝手に「アントレハウス」と位置付けて、様々な起業サポート（アントレプログ

ラム）を展開することにしました。 

http://nanoni.co.jp/program/entrehouse/ 

 

■アントレハウス のご紹介（2020 年 11 月現在） 

１．アントレハウスいづみ 毎週火曜日の 9～20 時、いづみ co&workで活動します。 

２．アントレハウス笑恵館 毎週土曜日の 9～17 時、笑恵館で活動します。 

３．アントレハウスなのに 上記以外の終日は、自宅を拠点に活動します。 

 

■アントレプログラム のご紹介（2020 年 11 月現在） 

１．ガイダンス・・・・誰でも初めは、無料・よろず相談から 

２．アントレランチ・・シリコンバレーみたいに、ランチをしながら情報交換（持込・何時でも） 

３．ＴＨＥ会議・・・・起業者同士が集まって、報告会議を行う「会社ごっこ」 

４．シェア法人・・・・個人事業者が割り勘で経営するセミオーダー法人の企画・運営 

５．まつむら塾・・・・実現学、地主学、学問学、破綻学など、起業について学び合う 

６．フリーパートナー・松村を月額１万円で雇う、プロジェクトの企画・運営 

 

なお、「アントレハウスなのに」とは自宅のことなので、基本的に来訪はお受けできません。 



なので、近所に来ていただける面談はもちろん大歓迎ですが、僕は現地主義なので、あなたのまちからのお誘い

をお待ちしています。 

そして、もしもあなたの拠点で僕を必要してくださるなら、定期的にお邪魔します。 

僕の行く日は、あなたの拠点がアントレハウスになる日です。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：神様の意見と自分の意見 

 

アメリカの大統領選挙で、またしてもドナルドトランプが暴れている。 

トランプの暴挙を見るたびに、僕がいつも思い出すのは「現実はすべて正しい」という言葉だ。 

僕はこの言葉が好きなので、この言葉を見たり聞いたりするたびに、一瞬歩みを止めてしまう。 

最近この言葉に出会ったのは、ファーストリテイリング(UNIQLO)の柳井さんが書いた「現実を視よ」を図書館

で立ち読みした時のこと。 

彼はビジネスの現場で様々な成功と失敗を体験する中で、広い世界と比べた日本の現実を視てきた結果、あまり

にも日本人の認識と世界の現実が乖離していることを嘆いている。 

この言葉をネットで調べると、勝間和代や松下幸之助が同様の指摘をしている。 

他にも、最近読んだ「ファクトフルネス」や、福岡伸一の「動的平衡」だって、現実をよく見ることの重要性に

おいて共通している。 

つまり、たとえ暴挙と思われる所業でも、その「現実」否定せず直視しなければ、理解も評価もできやしない。 

・ 

では、一体「現実」とは何だろう。 

Wiki によれば「現実（げんじつ、英: Reality, Actuality）は、いま目の前に事実として現れているもののこと。

あるいは現実とは、個々の主体によって体験される出来事を、外部から基本的に制約し規定するもの、もしくは

そうした出来事の基底となる一次的な場のことである。現実と区別されるのは、嘘や真実を組み合わせてできた

ものである。」とある。 

ここで興味深いのは、説明の最後の部分だ。 

この逆を言うならば、「現実とは嘘が混在しない真実」ととなり、「現実はすべて正しい」と同じことを言ってい

る。 

これはまさに、説明と定義の問題で、前者は「Wiki による説明」なのに対し、後者は「僕の定義」を述べている。 

つまり、「正しいとは、現実のこと」だと僕は考える。 

・ 

話をトランプに戻そう。 

トランプを正しいと言う人の気が知れないとか、嫌な奴かどうかが問題ではないとか、トランプ支持派と藩トラ

ンプ派の対立は深まるばかりだ。 

「正しいと正しくない、善いと善くない」が、次第に「正しいと誤まり、善いと悪い」になり、対立する双方が

相手を「誤った悪者」にしているのが今のアメリカだ。 

トランプが、接戦州の開票を差し止める訴訟を起こすのを見て、大多数の日本人もけしからんと憤慨するかもし

れないが、アメリカという法治国家では、当然の権利として認められる行為だ。 

だから僕は、トランプを見ていると、むしろ世界の現実を知ることができて勉強になる。 

・ 



トランプの背後には、とてつもない知的暗黒があるのかもしれないが、それは民主党にしても同じであり、さら

に言えば、日本の自民党も共産党も同じこと。 

それこそが世界の現実だと僕は思う。 

僕が言いたいのは、「現実は悪い、あるいは間違っている」と言う方がナンセンスだということ。 

そうでなく、「現実は嫌い、あるいは反対だ」と言うべきだ。 

善悪や正誤にすることは、それが「神の定める絶対」であることを意味している。 

だが、今回の選挙は「トランプを神が認めているか」でなく、「トランプをあなたは認めるか」を問うている。 

つまり、トランプを支持するなら「トランプが好き、あるいは賛成だ」と言うべきだ。 

・ 

以前、サンデル教授の白熱教室で、兵役について「徴兵制と志願制のどちらが良いか」という授業があった。 

もちろん大多数の学生は志願制を支持し、徴兵制を支持したのは数人だけだった。 

そこで、徴兵制支持者に理由を聞くと、「徴兵制は全員当事者なので、反対すれば戦争を回避できるが、志願制だ

と反対者は行かないので、戦争を止められない。」と言う。 

そこで教授が「志願制を支持する人の中で、兵役を志願する愛国者は手を挙げて！」と呼びかけると、場内は静

まり返り誰も手を挙げない。 

恐らく、志願制が正しいのが神様の意見で、志願したくないのが自分の意見なんだろう。 

だから僕は言いたい、「神様の意見と自分の意見を使い分けるのはよそう」と。 

 

http://nanoni.co.jp/20201106/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）11/09 ■◎なのに作業日 19-21 時 

（火）11/10 ■◎いづみ作業日 09-21 時 

 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

   11-12 時 △HFA 会議（リモート） 

（水）11/11 ■◎なのに作業日 09-21 時 

   13-14 時 ▲不燃公社打合せ（田町） 

（木）11/12 ■○笑恵館作業日 09-19 時 

 10-12 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 15-16 時 ★シェア法人説明会@IID（池尻） 



 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）11/13 ■◎なのに作業日 09-21 時 

 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）11/14 ■○笑恵館作業日 09-17 時 

（日）11/15 ■◎休業日 

   15-17 時 ▲紙敷町会MTG（東松戸） 

 

■その後の予定 

11/17 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

11/19 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/22 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会（飯能） 

11/24 10-12 時 HFA 定例会議（渋谷・リモート） 

11/26 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/10 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

12/10 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/10 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/11 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


